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国立公園制度100周年に向けた記念事業について
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記念切手の発行（日本郵便に要望）

記念貨幣の発行（財務省・造幣局）
※１年に５公園分程度を順次発行。

自然公園法の前身である国立公園法制定の1931年（昭和６年）から100周年を迎える
2031年（令和13年）に向けて、我が国の傑出した自然の風景地であり、生物多様性保全
の屋台骨である国立公園について、次の100年も守り・楽しみ、国民全体が愛着と責任を持っ
て支えていくための機会を継続的に創出する。

100周年34国立公園物語の発信
※国立公園に関わる多くの人々に聞き書きを実施し、国立公園の自然を舞台に
連綿と続いてきた歴史・文化・暮らし・風習を、34の国立公園物語として多言語化
して発信。
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国立公園における滞在体験の魅力向上
今夏、先端モデル事業の対象公園3～4公園を公表。

各公園において基本構想を検討し、2024年度から集中的に取り組む利用拠点を選定。

全国の国立公園への取組の展開
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国立公園における滞在体験の魅力向上について

インバウンド再開を踏まえ、国立公園満喫プロジェクトの更なる展開として、民間活用による国
立公園利用拠点の面的な魅力向上に取り組み、美しい自然の中での感動体験を柱とした滞
在型・高付加価値観光の推進を図る。
本年1月～6月に有識者検討会を開催。民間提案を取り入れ、国立公園ならではの感動体験を提供

する宿泊施設を中心とした、利用拠点の面的魅力向上の取組の方向性や進め方を検討。議論を踏ま
え、本年6月「宿舎事業を中心とした国立公園利用拠点の面的魅力向上に向けた取組方針」を策定。

※対象公園の選定の考え方
以下の４点を踏まえ、将来的な他地域への展開も見据えて環境省が選定
①広域的な利用推進の観点があること
②国が取組を調整・実施する意義や効果が見込まれること
③地域の合意形成の枠組み、利用の行動計画、環境省の体制等の基盤
があること

④滞在型・高付加価値観光を行う具体的な利用拠点の候補を含むこと）

取組方針：国立公園の利用の高付加価値化に向けた方向性
国立公園の魅力的な自然環境を基盤とし、その土地の生活・文化・歴史を踏まえた、本物の価値に
基づく感動や学びの体験を提供し、利用者に自己の内面の変化を起こす。
関係者が、持続可能で責任ある観光の姿勢を共有し、保護と利用の好循環を目指す。

本日、取組方針に基づき、国立公園における滞在体験の魅力向上のための先端モデル
事業の対象とする国立公園として、十和田八幡平、中部山岳、大山隠岐国立公園を選定。
なお、他にも有望な候補とされた公園があり、今後、地元と調整した上で追加を検討。

ヨセミテ国立公園ウェブサイトより

国立公園ならではの感動体験を提供する宿泊施設
を中心とした利用拠点の面的魅力向上のイメージ
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十和田八幡平国立公園（十和田湖地域）

中部山岳国立公園（南部地域）

大山隠岐国立公園（大山蒜山地域）

●選定のポイント：山岳地域の利用の高付加価値化を含めた広
域連携

●概要：
南部地域は長野県・岐阜県にまたがる。北アルプス一帯を占
める我が国を代表する山岳公園で穂高連峰や槍ヶ岳、乗鞍岳
など標高3,000m級の山々や、上高地、乗鞍高原、新穂高、平
湯等の標高1,500m前後の高原地域で構成。松本高山Big
Bridge構想に取り組むなど広域連携を推進している。国立公
園満喫プロジェクト先行８公園に準ずる＋３公園の一つ。

●選定のポイント：日本の伝統的自然観や歴史文化を踏まえた自
然体験の拠点づくり

●概要：
大山蒜山地域は鳥取県・岡山県にまたがる。中国地方最高峰の
大山はじめ、蒜山、三徳山などの火山群とその山麓の高原地帯
からなる。大山は古くから信仰の対象とされ今日でも参詣道が
残っているなど、自然と歴史文化の関わりが豊かな地域となっ
ている。国立公園満喫プロジェクト先行８公園の一つ。

Photo : スズキゴウ

国立公園における滞在体験の魅力向上のための先端モデル事業
対象公園の概要

なお、他にも有望な候補とされた公園があり、今後、地元と調整した上で追加を検討。
※観光庁の高付加価値旅行者の誘致に向けて集中的な支援等を行うモデル観光地の取組とも連携。

十和田湖 休屋集団施設地区

高原地域でのアクティビティ3,000m級の山岳景観

たいまつ行列（大山寺地区）大山登山

●選定のポイント：利用拠点の再生による新たな魅力づくり
●概要：
十和田湖地域は青森県・秋田県にまたがる。八甲田山、十和
田湖、奥入瀬渓流などがある山と湖と渓流の公園。十和田湖
地域の利用拠点の一つである休屋地区は、環境省所管地の集
団施設地区で、多数の廃屋の撤去を進める中、跡地の活用が
課題となっており、北東北観光の宿泊拠点となることが期待
される。国立公園満喫プロジェクトの先行８公園の一つ。
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民間の発想を生かした国立公園の拠点の磨き上げ、官民による集中的な取り組み実施

快適な利用空間 アクティビティ

民間提案⇒
マスタープラン作成（環境省・地域・民間）

自然環境保全

国立公園のPR 

面的魅力向上をパッケージで実施

公園計画等へ反映

（廃屋撤去・再整備）

公募による
初の試み

相互連携

民間提案による整備
（例．上質なホテル等）

2024年度～
（イメージ図）

相互連携

国立公園における滞在体験の魅力向上のための先端モデル事業

今回選定した対象公園において、該当公園の利用の高付加価値化に向けた基本構想を検討。
基本構想の検討にあたっては、民間提案を募集し、推進枠組みを検討する。検討状況を踏まえ、推進体
制の構築状況や国立公園としての滞在型・高付加価値観光を進めるポテンシャル等の観点から、2024
年度から集中的に取り組む利用拠点を合計1～2箇所選定予定。
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100周年34国立公園物語の発信（案）
制度100周年を前に、国立公園に関わる多くの人々に「聞き書き」を実施し、国立公園の自
然を舞台に連綿と続いてきた歴史・文化・暮らし・風習を、34の国立公園物語としてまとめて、
多言語化して発信。

＜参考イメージ＞自然の郷ものがたり～阿寒摩周国立公園の暮らし～
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○ 本年度は、「２０２５年日本国際博覧会記念貨幣」を発行することとしており、本年4月14日に発行に係
る閣議決定等が行われた。

本年度に発行予定の記念貨幣

○ 1964年の東京オリンピック記念貨幣を第一号として、これまでに45テーマの記念貨幣を発行。

その他の発行実績

1. 皇室の御慶事に関するもの 2. 国際的な行事に関するもの

3. 国家の主権・制度・機構に関するもの 4. 国家的プロジェクトに関するもの

（例） 天皇陛下御即位（令元）など

（例） 近代通貨制度150周年（令3）など （例） 新幹線鉄道開業50周年（平26～28）など

（例） 2020年東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ（平30
～令2）など

貨幣の種類 千円銀貨

図柄

表面 裏面

『２０２５年日本国際博覧会
ロゴマークと夢洲（ゆめしま）の万博会場』

『２０２５年日本国際博覧会ロゴマーク』

発行枚数 5万枚

申込等時期 申込期間：2023年8月8日～3週間程度、 発送時期：2023年11月下旬頃～

にっぽん

記念貨幣
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